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■■  ははじじめめにに  
一定温度、一定圧力の下で、溶質が一定量の溶媒に溶

ける限界量を溶解度という1)。高等化学では、水100 gに溶
ける溶質の質量“g”が溶解度として取り扱われている。 

溶解現象は電離と水和から成り立っている。イオン結合
をする溶質として塩があり、NaClが代表例に挙げられる。
NaClは水に溶けた後、Na+とCl−に電離する。負の電荷を
持つ水分子中のO原子はNa+側を向き、正の電荷を持つ
水分子中のH原子はCl−側を向いて結合する。その結果、
塩を構成するイオンが引き離されて水和し、塩が水に溶
解した状態となる。 

そこで本研究では、物質の溶解度を理解するために、
結晶構造が単純な単原子イオンから成るイオン結晶の代
表例であるハロゲン化アルカリ金属に着目し、その溶解度
について、溶解時のイオンの安定性の点から評価した。 
■■  活活動動内内容容  
１１．．文文献献調調査査  

ハロゲン化アルカリ金属“MaX”（ここで、Maはアルカ
リ金属元素およびXはハロゲン元素を表す）の293Kでの
溶解度を調査した2)。R. D. ShannonおよびC. T. Prewittら
が定めた結晶半径の値を用いて、各物質のイオン半径比
を算出した3)。ここで、イオン半径比は陽イオンの半径“r+”
を陰イオンの半径“r−”で割ったものと定義した。さらに、溶
解現象におけるエンタルピーおよびエントロピーの値をも
とに溶解ギブス自由エネルギーを新たに導入した2), 3)。 
２２  結結果果及及びび考考察察  

図1に、ハロゲン化アルカリ金属“MaX”のイオン半径比

と溶解度(mol / 水100 g)との関係を示した。図1から、陰イ

オンであるハロゲンの種類が変わっても、大まかにイオン

半径比が1付近でMaXの溶解度が極小値を取ることがわ

かった。 

また、格子エンタルピー“Hlat”はイオンの中心間距離
の逆比と正の相関関係があり、水和エンタルピー“Hhyd”
及び水和エントロピー“Shyd”は物質を構成する陽陰両イ
オンのイオン半径の逆比の和と相関関係があることが分
かった。 

ここで、格子エントロピー“Slat”を新たに導入した。Slat
を、陽イオン、陰イオン、およびMaXの標準モルエントロピ
ー“Sº”から式(1)として定義した。 
Slat = 陽イオンと陰イオンSºの和－MaXのSº …(1) 
さらに、溶解ギブス自由エネルギー“Gsol”は式(2)で表

現される。  
Gsol = Hsol –TSsol 

= (Hlat + Hhyd) – T (Slat + Shyd) …(2) 
図2は、Gsolと溶解度の関係を表している。図2より、新

しく導入したGsolと溶解度には負の相関関係があることが
示唆された。Gsolは、溶解という現象が自発変化であるか

どうかを表しているため、Gsolが小さいほど溶解度は大き
くなる。したがって、Gsolは溶解という現象を再現できる指
標であることが示され、ハロゲン化アルカリ金属“MaX”の
溶解度はイオン半径と深く関係があると考えた。 
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■■キキーーワワーードド：： （1）エンタルピー 
 （2）エントロピー 
 （3）イオン半径 
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図 2 溶解ギブス自由エネルギーGsolと溶解度との関係 
溶解ギブス自由エネルギーGsol (kJ mol−1) 
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